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第一工科大学　
環境エネルギー工学科　３年

曽木　大成さん

　
僕
が
土
木
や
環
境
を
学

び
始
め
た
の
は
大
学
に
入

学
し
て
か
ら
の
こ
と
で
す
。

そ
れ
ま
で
は
土
木
に
触
れ

る
機
会
は
少
な
く
、
環
境

に
つ
い
て
も
あ
ま
り
関
心

が
高
く
な
か
っ
た
の
で
、

講
義
で
は
ど
れ
も
新
鮮
な

学
び
ば
か
り
で
す
。

　
僕
の
将
来
の
夢
は
林
業

に
携
わ
る
こ
と
で
す
。
中

学
時
代
の
職
場
体
験
で
林

業
に
触
れ
、
専
門
技
術
者

と
し
て
の
仕
事
に
大
き
な

魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
母

や
父
は
僕
の
夢
を
分
か
っ

た
上
で
大
学
へ
進
学
さ
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
学
科
を
選
ぶ
際
に
は
、

大
学
の
先
生
が
高
校
ま
で

来
て
、
学
科
の
特
徴
な
ど

を
詳
し
く
説
明
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
両
親
は

「
林
業
に
つ
い
て
だ
け
で

な
く
、
別
の
視
点
で
学
ん

で
み
る
の
も
い
い
ん
じ
ゃ

な
い
？
」
と
僕
の
背
中
を

押
し
て
く
れ
、
こ
れ
ま
で

学
ん
で
き
た
林
業
に
近
い

土
木
や
環
境
に
つ
い
て
大

学
で
学
ぶ
と
決
め
ま
し
た
。

　
大
学
に
入
学
し
て
か
ら
、

少
し
気
を
つ
け
れ
ば
身
近

な
場
所
に
土
木
や
環
境
が

関
わ
る
と
い
う
こ
と
を
実

感
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

身
近
な
場
所
で
行
わ
れ
て

い
る
道
路
や
水
道
を
は
じ

め
と
す
る
社
会
基
盤
に
関

す
る
整
備
や
維
持
管
理
。

そ
の
地
域
の
景
観
保
護
、

ご
み
の
分
別
や
Ｃ
Ｏ
２
の

削
減
、
山
や
川
、
海
の
保

全
な
ど
は
土
木
・
環
境
に

含
ま
れ
る
も
の
で
す
。

　
入
学
当
初
は
、
土
木
・

環
境
と
林
業
は
関
わ
り
が

な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
講
義
や
実
習
を
通
し

て
多
く
の
接
点
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
分
の
将
来
の
夢
と
も
関

わ
り
が
あ
る
こ
の
学
科
で

学
び
、
よ
り
広
い
視
野
を

持
っ
た
技
術
者
に
な
る
べ

く
、
こ
れ
か
ら
の
日
々
を

大
切
に
過
ご
し
て
い
き
た

い
で
す
。
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県
大
島
支
庁
瀬
戸
内
事
務

所
は

日
、
瀬
戸
内
町
与
路

島
の
与
路
小
中
学
校
（
川
井

功
作
校
長
）
で
土
砂
災
害
出

前
講
座
を
開
い
た
＝
写
真
＝
。

全
児
童
生
徒
６
人
が
参
加
。

土
砂
災
害
に
対
す
る
知
識
や

迅
速
な
行
動
が
取
れ
る
防
災

意
識
を
高
め
た
。

　
所
管
地
域
の
学
校
機
関
を

対
象
に
例
年
実
施
。
こ
の
日

は
同
事
務
所
建
設
課
の
横
山

大
介
河
川
港
湾
係
長
が
講
師

を
担
当
。
校
内
で
開
い
た
講

座
で
、
県
本
土
は
シ
ラ
ス
、

奄
美
は
赤
土
の
土
壌
か
ら
土

砂
災
害
が
発
生
し
や
す
い
特

性
や
災
害
の
種
類
、
砂
防
施

設
の
役
割
な
ど
映
像
を
交
え

な
が
ら
解
説
。
ま
た
学
校
関

係
者
と
共
に
全
員
で
高
台
へ

の
集
団
避
難
も
行
っ
た
。

　
横
山
係
長
は
離
島
で
あ

る
与
路
島
で
風
水
害
の
危

険
を
強
調
。
「
地
域
で
危
険

性
の
高
い
災
害
を
し
っ
か

り
理
解
し
、
迅
速
に
適
切

な
避
難
行
動
が
取
れ
る
よ

う
備
え
て
く
だ
さ
い
」
と

結
び
、
参
加
し
た
子
供
た
ち

に
「
土
砂
災
害
ジ
ュ
ニ
ア
マ

ス
タ
ー
認
定
書
」
を
手
渡
し

た
。

　
中
学
３
年
の
福
井
李
央
さ

ん
は
「
日
ご
ろ
の
準
備
、
迅

速
な
避
難
が
大
切
な
こ
と
が

学
べ
た
」
と
話
し
た
。

　
県
南
薩
地
域
振
興
局
建
設

部
は

日
、
南
九
州
市
の
勝

目
小
学
校
で
砂
防
読
本
を
利

用
し
た
出
前
講
座
を
開
い
た

＝
写
真
＝
。
６
年
生

人
が

土
砂
災
害
や
砂
防
施
設
の
知

識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
日

ご
ろ
の
備
え
の
大
切
さ
を
学

ん
だ
。

　
講
座
で
は
、
本
県
は
雨
が

多
く
、
シ
ラ
ス
台
地
の
特
性

も
あ
っ
て
、
土
砂
災
害
発
生

件
数
が
全
国
１
位
で
あ
る
こ

と
を
強
調
。
①
土
石
流
②
が

け
崩
れ
③
地
す
べ
り
と
い
っ

た
災
害
の
種
類
、
そ
れ
ぞ
れ

の
防
止
施
設
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
。

　
講
師
の
下
永
田
通
和
技
術

専
門
員
は
「
土
砂
災
害
は
い

つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
家
族
と
災
害
時

の
行
動
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
早
め
の
避
難
を
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
」
と
注
意
喚
起

　
県
建
設
業
青
年
部
会
鹿
屋

支
部
（
谷
口
和
幸
支
部
長
）

は

日
、
垂
水
市
の
協
和
小

学
校
で
親
子
防
災
特
別
授
業

を
実
施
し
た
＝
写
真
＝
。
ジ

オ
ラ
マ
を
使
っ
た
実
演
等
で

砂
防
施
設
の
重
要
性
や
土
石

流
の
怖
さ
を
伝
え
る
と
と
も

に
、
建
設
業
の
役
割
や
魅
力

を
紹
介
し
た
。

　
同
日
は
、
１
年
生
か
ら
６

年
生
の
児
童
や
保
護
者
ら
約


人
が
参
加
。
土
砂
災
害
を

防
ぐ
た
め
に
重
要
な
堰
堤
の

役
割
や
、
災
害
の
怖
さ
な
ど

写
真
等
を
使
っ
て
紹
介
し
た

ほ
か
、
砂
防
ジ
オ
ラ
マ
を

使
っ
た
実
演
で
は
、
堰
堤
の

役
割
を
再
現
し
土
石
流
の
速

さ
か
ら
避
難
の
大
切
さ
に
つ

い
て
説
明
。
児
童
ら
は
、
終

始
興
味
深
げ
な
様
子
で
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　
谷
口
支
部
長
（
肝
付
土
建
）

は
「
授
業
を
通
し
て
土
砂
災

害
の
怖
さ
や
、
地
域
の
守
り

手
と
し
て
活
動
す
る
建
設
業

の
重
要
性
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
え
れ
ば
幸
い
」
と
述
べ

た
。

　
参
加
企
業
は
次
の
通
り
。

　
森
組
　
池
田
建
設
　
上
津

建
設
　
銀
河
　
肝
付
土
建
　

森
建
設
　
村
田
組
　
白
坂
建

設
　
コ
ウ
エ
イ
建
設
　
立
迫

建
設
　
吉
川
工
務
店
　
光
和

建
設

　
国
基
建
設
　
鶴
田

建
設
　
田
中
産
業
　
フ
ク
ケ

ン
　
下
茂
建
設
　
外
西
建
業

吾
平
重
機
土
木

　
県
大
隅
地
域
振
興
局
建
設

部
は

日
、
鹿
屋
市
の
高
隈

中
学
校
で
生
徒
を
対
象
に

「
砂
防
読
本
」
を
活
用
し
出

前
講
座
を
行
っ
た
＝
写
真
＝
。

参
加
し
た
生
徒
ら
に
、
土
砂

災
害
発
生
の
対
応
策
が
重
要

に
な
る
こ
と
や
、
地
域
を
守

る
砂
防
事
業
の
有
用
性
を
伝

え
た
。

　
同
日
は
、
生
徒
ら
約

人

が
参
加
。
初
め
に
、
笠
井
純

一
技
術
主
幹
兼
河
川
砂
防
第

二
係
長
が
挨
拶
し
た
あ
と
、

米
丸
隆
平
技
師
が
講
師
を
担

当
し
、
土
砂
災
害
の
種
類
や

２
０
１
６
年
に
発
生
し
た
高

隈
地
区
の
災
害
状
況
に
つ
い

て
説
明
。
ま
た
、
「
鹿
屋
市

防
災
マ
ッ
プ
」
な
ど
を
利
用

し
高
隈
地
区
付
近
の
危
険
箇

所
・
避
難
箇
所
に
関
し
て
分

か
り
や
す
く
紹
介
し
た
。
ま

た
、
授
業
後
は
職
員
か
ら

「
土
砂
災
害
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス

タ
ー
認
定
書
」
が
手
渡
さ
れ

た
。

　
最
後
に
、
生
徒
代
表
の
松

谷
和
香
さ
ん
（
２
年
）
が
「
砂

防
施
設
の
重
要
性
な
ど
改
め

て
理
解
で
き
た
。
今
日
学
ん

だ
こ
と
を
役
立
て
た
い
」
と

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　
総
務
省
は
、
学
校
施
設
の

長
寿
命
化
計
画
の
策
定
率

（
２
０
２
２
年
度
当
初
時
点
）

が
前
年
度
比
６
ポ
イ
ン
ト

ア
ッ
プ
の

％
に
な
っ
た
と

す
る
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
。

未
策
定
の
市
区
町
村
は

団

体
だ
っ
た
。
文
部
科
学
省
を

通
じ
て
引
き
続
き
策
定
を
促

し
て
い
く
。
学
校
施
設
の
複

合
化
や
統
廃
合
な
ど
を
検
討

し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
方

針
を
計
画
に
反
映
す
る
よ
う

要
請
す
る
。

　
学
校
施
設
の
長
寿
命
化
計

画
は
、
自
治
体
が
各
学
校
の

老
朽
化
実
態
や
活
用
状
況

を
踏
ま
え
、
施
設
の
整
備
・

配
置
や
維
持
管
理
に
関
す

る
方
針
、
目
指
す
べ
き
整
備

水
準
な
ど
を
示
す
も
の
。
施

設
整
備
に
要
す
る
長
期
的

な
コ
ス
ト
の
見
通
し
や
改

修
の
優
先
順
位
、
具
体
的
な

整
備
の
実
施
計
画
も
盛
り

込
む
。

　
当
初
、
文
科
省
は

年
度

末
ま
で
に
全
て
の
自
治
体
で

長
寿
命
化
計
画
を
策
定
す
る

と
の
目
標
を
設
定
。
コ
ロ
ナ

禍
へ
の
対
応
に
伴
う
事
務
負

担
を
踏
ま
え
、
策
定
目
標
を


年
度
末
に
後
ろ
倒
し
し
、

総
務
省
で
継
続
的
に
取
り
組

み
状
況
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

し
て
い
た
。

　
垂
水
市
建
設
業
組
合
青
年

部
（
美
坂
健
司
部
長
）
と
県

建
設
業
青
年
部
会
鹿
屋
支
部

（
谷
口
和
幸
支
部
長
）
は

日
、

垂
水
市
の
垂
水
中
央
中
学
校

で
特
別
授
業
を
行
っ
た
。
人

材
育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
、

１
年
生

人
を
対
象
に
地
域

を
守
る
役
割
を
担
う
建
設
業

界
の
魅
力
な
ど
を
伝
え
た
。

　
今
回
の
授
業
は
、
「
建
設

機
械
に
ふ
れ
て
み
よ
う
」
を

テ
ー
マ
に
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ
や

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
、
タ

イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
な
ど
の
操

作
方
法
を
体
験
し
た
ほ
か
、

砂
防
ジ
オ
ラ
マ
を
使
っ
た

砂
防
ダ
ム
の
役
割
や
石
橋

の
構
造
に
つ
い
て
の
説
明

な
ど
も
受
け
た
。
ま
た
、

ド
ロ
ー
ン
の
操
作
体
験
も

あ
っ
た
。

　
美
坂
部
長
（
三
和
設
備

工
業
）
は
「
楽
し
ん
で
く

れ
た
こ
と
が
何
よ
り
。
今

回
の
体
験
が
少
し
で
も
記

憶
に
残
り
、
地
元
建
設
業

へ
就
労
し
た
い
と
考
え
る

生
徒
た
ち
が
増
え
て
く
れ

れ
ば
幸
い
」
と
述
べ
た
。

　
生
徒
代
表
の
安
藤
冴
羽

（
こ
は
ね
）
さ
ん
は
「
現

場
で
使
う
重
機
の
力
強
さ

や
、
日
々
私
た
ち
の
た
め

に
行
っ
て
い
る
作
業
の
大

変
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
日
習
っ
た
こ
と
を

生
か
し
て
、
私
た
ち
が
も

し
避
難
す
る
状
況
が
き
た

時
の
た
め
に
も
う
一
度
考
え

直
し
た
い
」
と
話
し
た
。

　
参
加
企
業
は
次
の
通
り
。

　
三
和
設
備
工
業
　
川
畑
鉄

工
建
設
　
小
園
工
務
店
　
秀

建
設
　
鎌
田
工
業
　
宮
迫
建

設
　
い
ら
か
　
迫
田
電
設
　

永
吉
電
機
建
設
　
神
﨑
土
木

肝
付
土
建
　
森
組
　
池
田
建

設
　
銀
河

し
た
。
出
席
者
に
は
ジ
ュ
ニ

ア
マ
ス
タ
ー
認
定
書
を
授
与

し
た
。

集
合
写
真
に
納
ま
る
生
徒

ら
＝
垂
水
市
の
現
地
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